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本
市
の
外
国
人
人
口
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、今
年
８
月
１
日
時
点
で
６
，１
２
８
人
。総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
県
内
で
４
番
目
に
多
い
、約

７
％
で
す
。一方
、日
本
人
人
口
は
減
少
傾
向
。こ

れ
か
ら
の
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、日

本
人
と
外
国
人
が
手
を
取
り
合
っ
て
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

市
で
は
、日
本
人
も
外
国
人
も
暮
ら
し
や
す

い
、多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。多
文
化
共
生
と
は
、

「
国
籍
や
民
族
の
異
な
る
人
々
が
、互
い
の
文

化
的
差
異
を
認
め
合
い
、対
等
な
関
係
を
築
こ

う
と
し
な
が
ら
、地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て

共
に
生
き
て
い
く
こ
と（
総
務
省
）」で
す
。

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

も
ち
ろ
ん
外
国
人
が
日
本
の
文
化
や
ル
ー
ル

を
知
る
こ
と
も
重
要
で
す
。し
か
し
、日
本
人

は
、ど
れ
だ
け
外
国
の
文
化
や
ル
ー
ル
を
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。ま
ず
は
、こ
の
ま
ち
に

住
む
外
国
人
に
つ
い
て
知
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
多
文
化
共
生
推
進
課
多
文
化
共
生
係
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本市の多文化共生
のまちづくりに向けた
方針や施策について
は、「ふくろい多文化共
生のまちづくり計画」
をご覧ください。

私
た
ち
、

私
た
ち
、

袋
井
が
好
き
で
す
。

〜
袋
井
に
住
む
外
国
人
を
知
る
〜

ブラジル出身のローザさん。本市に通算16年住んでいま
す。一度は家庭の都合で帰国したものの、袋井での暮らしが恋し
くなり、2年前に再び本市に。2年間のブランクを取り戻すため、日
本語の勉強に励みながら、家族4人で暮らしています。
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39か国（多くは、英語を母語としない国）の人が在住。
�1～5位の国籍が8割以上を占めている。
  �近年、ベトナム・インドネシアをはじめとした東南ア
ジアの人が増加している。

�現在、本市の外国人人口は、小学生の
児童数（約5,000人）を上回っている。
�「袋井市人口ビジョン2060」では、20
年後、市民の10人に1人が外国人に
なると予測している（現在は、14人に
１人が外国人）。

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 （年度）

3,142人 3,660人 3,958人 4,385人 4,798人 4,627人 4,681人 5,324人 5,652人

3.6%
4.2% 4.5%

5.0%
5.4% 5.2% 5.3%

6.0% 6.4%

外国人世帯が半数の自治会 どうやって運営してる？外国人世帯が半数の自治会 どうやって運営してる？
堀越中自治会は、県営住宅堀越団地が対

象区域の自治会です。この団地は、近辺に外
国人を積極的に雇用している企業があるこ
となどから、多くの外国人が住んでいます。
約80世帯中、半数以上が外国人世帯です。
そのため、自治会も外国人の皆さんの力

がないと運営できず、全6班のうち5つの班
で外国人が班長を務めています。日本語を
話せない方もいるので、通訳ができる住人
に協力してもらっています。

堀越中自治会堀越中自治会
永野 和利永野 和利自治会長自治会長

外国人人口は10年で約2倍に
外国人人口および外国人割合
（各年4月1日時点。令和7年度のみ8月1日時点）

国籍別
外国人人口

（令和7年4月1日時点）

◉1位　ブラジル　� 51.4%
◉2位　ベトナム　� 17.7%
◉3位　フィリピン　� 6.8%
◉4位　中国　� 4.9%
◉5位　インドネシア　� 4.8%
◉その他　� 14.5%

39か国の人々が在住 

在留資格別
外国人人口

（令和7年4月1日時点）

�日本にルーツを持つ方をはじめ、就労活動に制限
のない「身分資格」の人が7割。
�近年は、認められた就労活動で居住する「就労資格」の
人が増加。背景には、少子高齢化に伴う人材不足を解
消するため、国が新たな在留資格「特定技能」を設け、
外国人材を受け入れていることなどが影響している。

◉永住者　� 35.2%
◉定住者　� 24.5%
◉日本人・永住者の配偶者等　7.1%
◉技能実習　� 10.8%
◉技術・人文知識・国際業務　6.5%
◉特定技能　� 6.3%
◉その他　� 9.5%

データで見る袋井市に住むデータで見る袋井市に住む外国人の状況外国人の状況

 身分資格
 就労資格

6,1286,128人
本市の外国人人口

3,033人3,033人 6,128人6,128人

3.5%3.5%

7.0%7.0%

就労資格の人が増加
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―
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？

ス
オ
ン
　
私
は
、技
能
実
習
生
と
し
て
製

品
の
検
査
や
梱
包
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

ユ
ン
　
私
は
、ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
で
勉

強
し
た
自
動
車
工
学
の
知
識
を
生
か
し

て
、機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。

―
仕
事
と
日
本
語
の
勉
強
の
両
立
は
大

変
？ス

オ
ン
　
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
自
主
勉
強
を
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
生
活
す
る
上
で
必
要
な
こ

と
な
の
で
、全
然
大
変
じ
ゃ
な
い
で

す
。毎
日
職
場
の
皆
さ
ん
と
会
話

す
る
こ
と
も
、日
本
語
の
勉
強
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ン
　
私
も
、職
場
で
の
会
話
で

日
本
語
を
覚
え
て
い
ま
す
。会
社

の
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
た
く
さ
ん
参
加
し
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
て
、楽
し
み
な

が
ら
、日
本
語
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は
？

ス
オ
ン
　「
日
本
語
能
力
試
験
」の「
N

１
」（
最
高
難
度
）に
合
格
す
る
こ
と
で

す
。職
場
の
皆
さ
ん
と
、も
っ
と
上
手
な
日

本
語
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ユ
ン　
僕
も「
N
１
」合
格
が
目
標
で

す
。ま
た
、『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
技
能
検

定
２
級
』も
受
検
し
ま
す
。日
常
会
話
で

は
使
わ
な
い
専
門
用
語
ば
か
り
で
難
し
い

で
す
が
、よ
り
広
い
分
野
で
活
躍
で
き
る

よ
う
、合
格
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

―
竹
林
さ
ん
は
、２
人
の
活
躍
を
ど
う

感
じ
ま
す
か
？

竹
林
　
２
人
と
も
、前
向
き
に

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。あ

い
さ
つ
も
元
気
に
し
て
い
て
、ま
さ

に
職
場
を
活
気
づ
け
て
く
れ
る
存

在
で
す
ね
。従
業
員
と
積
極
的
に

会
話
し
た
り
、日
本
語
能
力
試
験

に
も
挑
戦
し
た
り
と
、向
上
心
の

高
さ
も
伝
わ
り
ま
す
。

―
今
後
の
外
国
人
材
受
入
の
展
望
は
？

竹
林
　
人
材
確
保
と
開
発
途
上
国
の
産
業

を
支
え
る
人
材
育
成
を
兼
ね
て
外
国
人
材

の
採
用
を
始
め
ま
し
た
が
、現
場
が
活
気

づ
い
た
り
、外
国
人
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ

ア
が
生
み
出
さ
れ
た
り
と
、想
定
外
の
効

果
も
あ
り
ま
し
た
。引
き
続
き
採
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、社
会
貢
献
と
事
業
安
定
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
国
人

射出製造グループ製品チーム射出製造グループ製品チーム
スオンスオンさん（ベトナム出身）さん（ベトナム出身）

管理課管理課
竹林竹林さんさん

（ヤマトエスロン株式会社 静岡工場（延久））
　ヤマトエスロン株式会社では、「365日を支える。」を企業使命に、ハブラシや化粧品の容器などのプラスチック製品を製造して
います。ベトナム出身のスオンさん・ユンさんと、外国人従業員を支える竹林さんにインタビューをしました。

射出製造グループ製造技術チーム射出製造グループ製造技術チーム
ユンユンさん（ベトナム出身）さん（ベトナム出身）

休日に職場の仲良しメンバーと休日に職場の仲良しメンバーと
イチゴ狩りを楽しむスオンさん（左）イチゴ狩りを楽しむスオンさん（左）

上司から機械の操作方法を上司から機械の操作方法を
学ぶユンさん（左）学ぶユンさん（左）

1,3261,326人

異国の地で
産業を支える

（「令和6年度　袋井市内事業所における外国人材受入等状況調査」より（回答事業所数617件））

市内で働く
外国人数

活
躍
す
る

スオンスオンさん さん ユンユンさんさん

袋
井
で
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私
た
ち
の
身
近
に
も
、「
こ
の
ま
ち
を
共
に
支
え
合
い
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
で
仕
事
や
地
域
に
向
き
合
っ
て
い
る
外
国
人
が
い
ま
す
。

（袋井市消防団浅羽方面隊第5分団（団員数11人））

本市の消防団は、少子化などを背景に団員数が減少しています。そのような中、今年4月、希望の光が差し込みました。浅羽方
面隊第5分団に本市初の外国人団員・マツオさんが入団したのです。マツオさんと分団長の松下さんにインタビューをしました。

―
入
団
の
き
っ
か
け
は
？

マ
ツ
オ
　
松
下
分
団
長
に
声
を
掛
け

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。元
々
祭
典
を
通

し
て
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、安
心
し
て

入
団
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
外
国
人
団
員
は
、で
き
る
こ
と
が
限

ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
？

マ
ツ
オ
　
外
国
人
団
員
は
、出

動
時
の
緊
急
車
両
の
運
転
や
建
物

の
中
に
い
る
人
を
救
助
す
る
た
め

に
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
り
、団
員
以

外
に
消
火
を
手
伝
う
よ
う
指
示
を

し
た
り
す
る
こ
と
な
ど（
公
権
力

の
行
使
に
つ
な
が
る
行
為
）、確
か

に
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

で
も
、袋
井
市
の
場
合
は
ほ
と
ん

ど
の
活
動
は
日
本
人
団
員
と
ペ
ア

で
行
う
と
い
う
条
件
で
あ
れ
ば
で

き
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、消
火
活
動
も
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、毎
月
の
放
水

訓
練
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

マ
ツ
オ
　
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る

と
、近
所
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
ま
す
。自
分
も
、地
域
の
祭
典
や
草

刈
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

言
葉
の
壁
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、ぜ
ひ
外
国
人
の
皆
さ
ん
も
、自
分
か

ら
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。優
し
く
迎
え
て
も
ら
え
ま
す
よ
。

―
松
下
さ
ん
は
、外
国
人
団
員
の
受
け
入

れ
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

松
下
　
特
に
な
か
っ
た
で
す

ね
。人
が
減
っ
て
い
る
中
で
当
分
団

唯
一の
新
入
団
員
と
し
て
入
団
し

て
く
れ
て
、感
謝
し
か
な
い
で
す
。

―
マ
ツ
オ
さ
ん
の
活
動
の
姿
勢
は
？

松
下
　
と
に
か
く
真
面
目
で

す
。分
か
ら
な
い
こ
と
は
そ
の
ま
ま

に
せ
ず
、し
っ
か
り
と
聞
い
て
く
れ

ま
す
。訓
練
や
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

も
毎
回
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
く
れ

て
、責
任
感
の
強
さ
も
感
じ
ま
す
。

―
マ
ツ
オ
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

松
下

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
の
で
、有
事

の
際
は
通
訳
と
し
て
も
活
躍
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、彼
を
き
っ
か
け
に
消
防
団
に
興

味
を
持
つ
外
国
人
が
増
え
、各
分
団
の
団

員
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

分団長分団長

松下松下さんさん

団員団員

マツオマツオさん（ブラジル出身）さん（ブラジル出身）

先輩団員と一緒に先輩団員と一緒に
重いホースを運ぶマツオさん(左）重いホースを運ぶマツオさん(左）放水に臨む視線は、真剣そのもの放水に臨む視線は、真剣そのもの

11人

団員確保に悩む中
現れた救世主

袋井市消防団の
外国人団員数

 マツオ マツオさんさん
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袋井国際交流協会では、日本人市
民と外国人市民が共に安心して暮ら
せるよう、相談窓口を設けています。
気軽にお立ち寄りください。
時ホームページをご覧ください。
所袋井国際交流協会　
TEL�43-8070

TLS袋井

①�日本の会社でリーダーになりたいからです。パソ
コンが好きなので、ITの会社に入りたいです。

②�公園がたくさんあるところです。よく、学校の友
達と愛野公園に行ってサッカーを
したり、袋井駅の近くの公園（田
端東遊水地公園）でコーヒーを
飲んだりします。

③�ネパール人はお祭り好き
な人がたくさんいます。
私もお祭りが大好きで
す！�袋井の祭りにもチャ
ンスがあれば参加して
みたいです。

①�将来、日本で自動車を造る仕事をしたいからです。

②��まちの人が優しいところです。レストランでのア
ルバイト中、お客さんから「日本語頑張ってね」
と言ってもらえたことがあり
ました。とても嬉しかったで
す。

③�外国人の中には日本のルー
ルを守れない人もいま
す。でも、心が温かい人
も多いです。私は日本
に長く住み続けたい
ので、日本のルールを
守っていきます。

ミャンマーミャンマー出身出身　チャンチャンさんさん

多文化共生相談窓口

「VoiceTra」は、国立研究開発法人
情報通信研究機構が開発中の、31言語
に翻訳ができる無料のアプリです。話
しかけたことを外国語に翻訳してくれ
ます。
「やさしい日本語」で話しかけると、より正
確に翻訳することができます。

多言語翻訳アプリ「VoiceTra」

インタビュー内容

①日本語を勉強している理由①日本語を勉強している理由　�　�
②袋井市の好きなところ②袋井市の好きなところ　　　　
③市民へのメッセージ③市民へのメッセージ

ネパールネパール出身出身　ニテスニテスさんさん

市内に2校の日本語学校があることをご存知ですか？�
アジア諸国を中心とした、さまざまな国から来た皆さんが
日本語を勉強しています。
袋井の地で夢に向かって勉学に励む皆さんが、日本語
を習得する理由や袋井市の魅力、さらには市民の皆さん
へメッセージを語ってくれました。

学ぶ

相談員の米良さん（左・ポルトガル語対応）、スーニーさん（右・中国語対応）
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袋井で 外国人

コンが好きなので、ITの会社に入りたいです。

②�公園がたくさんあるところです。よく、学校の友
達と愛野公園に行ってサッカーを
したり、袋井駅の近くの公園（田
端東遊水地公園）でコーヒーを

③�ネパール人はお祭り好き
な人がたくさんいます。
私もお祭りが大好きで私もお祭りが大好きで
す！�袋井の祭りにもチャす！�袋井の祭りにもチャ

と言ってもらえたことがあり
ました。とても嬉しかったで

外国人の中には日本のルー外国人の中には日本のルー
ルを守れない人もいまルを守れない人もいま
す。でも、心が温かい人す。でも、心が温かい人
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IN
FOR

MATION

学校法人 静岡国際言語学院

住所：諸井2331-1
生徒数：152人（8月1日時点）
生徒の国籍：ミャンマー・ネパール・スリランカ・イン
ドネシア・ベトナム・バングラデシュ・中国・インド

住所：上山梨1579　
生徒数：114人（8月1日時点）
生徒の国籍：ネパール・ミャンマー・スリラ
ンカ・ベトナム

①�子どものころから日本の料理が好きで、日本に
興味があったからです。スリランカには寿司や
ラーメンが食べられるお店があります。

②�自然が多くてまちがきれいなと
ころです。川があったり、山が見
えたりするところがふるさとに
似ています。

③�電車で、自分の隣にだけ
誰も座ってくれない時
があり、少し寂しく感
じました…。ぜひ、隣に
座ってくれると嬉しい
です！

①�日本のアニメなどの文化が好きだからです。将来
は、日本のホテルで働きたいです。

②�海です。友達と自転車でよく行きます。バングラデ
シュのビーチは人が多いですが、袋
井の海は広くて静かです。両方
とも好きです。

③�バングラデシュの人は、フ
レンドリーで「外国人も一
緒」という考えの人が多い
です。日本人はシャイかも
しれませんが、ぜひあい
さつから始めてくれると嬉
しいです。

スリランカスリランカ出身出身　カビンダカビンダさんさん

外国人との交流お役立ちコンテンツ

市では、転入手続き・税金・自治会
など9テーマについてやさしい日本
語で掲載したガイドブックを作成。市
の転入窓口のほか、市多文化共生推
進課や袋井国際交流協会
などで配布しています。

外国人市民のための
生活ガイドブック

県が作成した、相手に合わせて分
かりやすく伝える「やさしい日本語」
のポイントなどをまとめた手引き。外
国人と会話する際の参考に。

「やさしい日本語」の手引き

バングラデシュバングラデシュ出身出身　プジャプジャさんさん

学校法人�静岡国際言語学院 TLS袋井

266266人
市内日本語学校
生徒数
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本紙1月号の、やさし
い日本語に関する特集
もご覧ください。

▶

②�自然が多くてまちがきれいなと
ころです。川があったり、山が見
えたりするところがふるさとに

電車で、自分の隣にだけ電車で、自分の隣にだけ
誰も座ってくれない時誰も座ってくれない時

シュのビーチは人が多いですが、袋
井の海は広くて静かです。両方

バングラデシュの人は、フバングラデシュの人は、フ
「外国人も一「外国人も一

緒」という考えの人が多い緒」という考えの人が多い
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日
本
語
教
室
や
企
業
で
多
く
の
外
国
人
に
日

本
語
を
教
え
る
な
ど
、普
段
か
ら
多
く
の
外
国
人

と
関
わ
る
市
内
在
住
の
袋
井
市
地
域
日
本
語
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー・髙
山
晃
さ
ん
に
、外
国
人

と
接
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
伺
い
ま
し
た
。

■「
あ
の
外
国
人
」か
ら「
○
○
さ
ん
」へ

私
は
通
り
が
か
り
の
外
国
人
に
積
極
的
に
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
が
、あ
な
た
は
、知
ら

な
い
外
国
人
に「
こ
ん
に
ち
は
」と
声
を
掛

け
た
ら
、ど
れ
く
ら
い
の
人
が
返
し
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
か
？
実
は
、な
ん
と
９
割
の

方
は
返
し
て
く
れ
ま
す
。

日
本
語
で
会
話
が
で
き
な
く
て
も
、あ
い

さ
つ
な
ら
で
き
る
と
い
う
人
は
多
い
で
す
。

ま
ず
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で
あ

る
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
で
き
る
関
係
に
な
っ
た
ら
、出

身
国
や
名
前
を
聞
け
る
と
い
い
で
す
ね
。「
あ

の
外
国
人
」と
い
う
存
在
か
ら「
○
○
さ
ん
」

と
い
う
１
人
の
人
間
と
し
て
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■「
押
し
付
け
」と
思
わ
れ
な
い
た
め
に

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
外
国
人
に
は
、日
本
の

ル
ー
ル
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す

が
、「
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
」と
思
わ
れ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、伝
え
る
際
は「
あ
な
た
の
国
で
は
ど

う
で
す
か
？
」と
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。多
く
のの

外
国
人
は
、出
身
国
の
話
を
快
く
話
し
て
く
れ
ま

す
。そ
う
し
た
ら
話
に
ぜ
ひ
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ

い
。日
本
人
側
に
も
新
た
な
気
付
き
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。こ
う
い
っ
た
一
歩
踏
み
込
ん
だ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、お
互
い
の
距
離
が
ぐ
っ
と

近
づ
き
ま
す
ね
。

■
ち
ょっ
と
し
た
会
話
が「
居
場
所
感
」に

日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
は
、異
国
の

地
で
い
わ
ば「
少
数
派
」と
し
て
生
活
し
て

い
ま
す
。日
本
で
の
暮
ら
し
に
適
応
す
る
た

め
に
日
本
語
や
日
本
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
な

ど
、懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。

「
多
数
派
」で
あ
る
日
本
人
と
の
ち
ょ
っ
と

し
た
会
話
は
、外
国
人
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

「
こ
こ
に
い
て
い
い
ん
だ
」と
安
心
で
き
る

「
居
場
所
感
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の「
居
場
所
感
」を
多
く
の
外
国
人
市

民
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
、袋
井
市
の
多

文
化
共
生
は「
成
功
」へ
大
き
く一歩
近
づ

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日本人に親しみを感じている
外国人市民

難しい言葉は不要！
まずはあいさつから

日本人も外国人も暮らしやすい�まちづくりのために、
私たちができることは…？

共生する

市主催の交流イベントで意気投合した、市主催の交流イベントで意気投合した、
出身国の異なる同世代の4人組出身国の異なる同世代の4人組

（左からインドネシア、ベトナム、日本、ブラジル）（左からインドネシア、ベトナム、日本、ブラジル）
学校法人�静岡国際言語学院の生徒が学校法人�静岡国際言語学院の生徒が

小学生に教えてもらいながら「あやとり」に挑戦小学生に教えてもらいながら「あやとり」に挑戦

73.573.5%

袋井で 私たち

42.942.9%

外国人に親しみを感じている
日本人市民

袋井市地域日本語教育コーディネーター袋井市地域日本語教育コーディネーター
髙山 晃髙山 晃さんさん
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本
特
集
で
紹
介
し
た
外
国
人
の
皆
さ
ん
は
、

「
日
本
語
を
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

「
袋
井
の
自
然
が
好
き
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
形

で
日
本
人
、そ
し
て
袋
井
市
へ
の
思
い
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
市
が
実
施
し
た「
多
文
化
共
生

に
関
す
る
日
本
人
市
民
意
識
調
査・外
国
人
市
民

実
態
調
査
」で
は
、外
国
人
市
民
の
73・５
％
が
、

日
本
人
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

一方
、外
国
人
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
日
本

人
市
民
は
42・９
％
。約
30
ポ
イ
ン
ト
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、双
方
の
意
識
の
差
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

言
葉
も
文
化
も
異
な
る
外
国
人
に
、い
き
な
り

親
し
み
を
感
じ
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。し
か

し
、「
ご
み
出
し
の
際
に
会
っ
た
近
所
の
外
国
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
る
」、ま
た「
コ
ン
ビ
ニ
で

レ
ジ
対
応
を
し
て
く
れ
た
外
国
人
の
店
員
さ
ん

に『
あ
り
が
と
う
』と
声
を
掛
け
て
み
る
」な
ど
、

少
し
だ
け
相
手
に
配
慮
し
た
、や
さ
し
い
気
持
ち

で
接
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、目
の
前
の
外
国
人

も
自
分
も
笑
顔
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ

う
す
れ
ば
、自
然
と
親
し
み
が
湧
き
出
て
、相
手
を

「
知
っ
て
み
る
」き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

外
国
人
だ
け
で
な
く
、私
た
ち
は一人一人
、生

ま
れ
育
っ
た
環
境
も
考
え
方
も
違
う
、「
異
文
化
」

を
持
つ
存
在
で
す
。

ま
ず
は
相
手
を
知
り
、互
い
の
違
い
を
認
め
合

い
、尊
重
す
る
こ
と
が
、誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
」に
つ
な
が
り

ま
す
。

子どもが年中の頃まで同じ園にいたブラ
ジル国籍の子が、年長で転園。ママ同士は
あいさつのみの交流だったが、久しぶりに
スーパーで再会したら、なんだか嬉しくて
ママ同士でハグ。それから会うたびに、お
店の中でハグをしてます。

息子が中学生の頃、駅の階段を降りる
時、外国の方とぶつかって転倒。息子は
「Sorry」と、相手は「ごめんなさい」と、互い
に気遣い、相手の国の言葉を使って気持ち
を伝えていました。

市では、「世界!!びっくり・ふしぎ・ほっこり
エピソード」と題して、日本人と外国人が日
常生活で相互に「びっくり」「ふしぎ」「ほっこ
り」した話を募集しました。来年1月に開催予
定のエピソードの展示会に先立ち、心温まる
エピソードの一部をご紹介します。

最後に…

私たち、
袋井が好きです。
日本人と留学生の交流イベント「ホームビジット」（袋井国際交流協会主催）の一環で行われた書道体験会で、参加者同士が笑顔で記念撮影


